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戦略的国際科学技術協力推進事業 
国際緊急共同研究・調査支援プログラム（J-RAPID） 

 
１．研究・調査課題名：「福島原発事故汚染地域において電離放射線が野鳥に及ぼす影響の

包括的評価」 
２．研究・調査期間：平成 23 年 10 月～平成 25 年 3 月 
３．支援額： 総額 5,500,000 円 
４．主な参加研究者名： 

日本側（研究代表者を含め６名までを記載） 
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研究者 松井 晋 立教大学理学部 博士研究員 
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研究者 笠原 里恵 立教大学理学部 博士研究員 
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Post-doctoral researcher 
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Permanent researcher 
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研究者 
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５．研究・調査の目的 
このプロジェクトは、福島原発事故による放射線の被ばくが野生生物に与えうる、生理、
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行動、繁殖への影響について、野鳥を用いて調べることを目的としており、研究はフラン

スおよびアメリカの研究者らと行ってきた。日本の研究者が注目したのは次の点である。鳥

類の多くは、巣を作って卵や雛を育てるが、巣材に放射性物質が付着もしくは取り込まれ

ていた場合、巣内の卵や雛の外部被ばく量が増加する可能性がある。このことを検討する

ために、巣箱で繁殖する鳥類を対象として、巣箱に搬入された巣材の量と巣箱内の空間線

量の関係を東京都と茨城県で調査した。 
 
 
６．研究・調査の成果 
 ６－１ 研究・調査の成果 
このプロジェクトにおいて、日本の研究者が得た研究・調査の成果および今後の課題は次

のようなものであった。 
・枯草を巣材に使うスズメの巣箱内の放射線量（γ線量）は、空間線量の高い茨城県でよ

り高く、また事故直後の 2011 年の値はその後の 2012 年の値よりも高かった。すなわち、東

京電力福島第一原発事故由来の放射性降下物が沈着した地域では、事故直後の 2011 年の繁

殖期には、その翌年の繁殖期よりも、巣における外部被ばくが高かったと考えられる。 
・巣内の放射性セシウム量（Cs-134 と Cs-137 の合計）は、巣材重量の増加にともなって増

加し、その増加の程度は空間線量の高い地域で大きい可能性が示唆された。 
・サンプルは少ないものの、蘚苔類を主な材料としたシジュウカラの巣は、枯草を主な材

料としたスズメの巣よりも放射性セシウム濃度が高い傾向が見られた。このことは、巣に

おける卵や雛の外部被ばく量が鳥の種類によって異なる可能性を示唆している。 
・今後、巣内の空間線量が鳥の繁殖に及ぼす影響をより詳細に評価するために、実際の卵

や雛の被ばく量を、空間線量の異なる地域で計測もしくは推定する必要性がある。 
・鳥の種類による被ばく量の違いは、巣材だけでなく、食物の種類や生息環境にも影響を

受ける可能性があり、今後、生物濃縮を通した放射性物質の動態を研究する必要性がある。 
 
 
７．主な論文発表・特許等（５件以内） 
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